


�スティグマタイズされた集団に関する理解や偏見
の除去には、当事者との接触経験が有効であるこ
とが指摘

�偏見や誤解の多い精神科などの相談機関について
も、このような接触経験がイメージの改善に寄与
することが想定



�本人・保護者から同意を得た生徒による、近
隣の相談機関への取材を実施

�各見学先で医師やカウンセラーによる施設の
紹介や内部見学

�見学を行った機関についての情報を、見学後、取材
ノートを元に、スライド資料などをもとにクラス全
体で共有





①依頼と調整

中学校

③生徒へ事前説明

④希望者の募集

⑤保護者への説明と同意

⑥見学の事前説明
↓

⑩シェアリングの準備

⑪シェアリング

⑨見学先での説明や体験
↓

⑦引率者の配置 ⑫教育効果の報告

　　⑧移動手段の確保

　　　心の健康に関する見学先

　　　　　②依頼と調整

教育実施者

見学先へ

取材内容を持ち帰り

作業所

メ ンタルクリ ニッ ク

精神病院

授産施設

精神保健福祉センター

保健所

児童相談所

MHL教育プログラ
ム実施チーム

MHL教育プログラ
ム実施チーム



�実施地域内もしくは近隣の相談機関

例）精神科病院、クリニック、地域活動支援セ
ンター、作業所など
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�学校への依頼と調整

�プログラムの趣旨を説明

�取材ノートの配布、移動手段、撮影可否、

�見学者などの確認

�見学先の確保・依頼

�実施地域の関連機関が好ましい

�プログラムの趣旨を説明

�見学先と調整

�時間の確認、撮影の可否、顔合わせ、など



�見学先の担当者による説明を行うことや、最
後に質疑応答の時間で、生徒自身の疑問など
に答えられる時間を確保











�見学先がどんなところであるのか、生徒自身
の生の声で伝える

�見学の内容と、そのときに感じたこと、質問
に対する返答などを交えた生徒自身による報
告

�当日の写真を用いてそれを補足するとさらに
見学の内容が深まります。
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�精神疾患やこころの問題で悩む当事者からの
講話の時間を設ける。

�精神疾患は誰でもがなる病気であり特殊な病
気ではないこと

�治療や相談が助けになることなどを、実体験
を通して話してもらうことが基本



�実施形式：インタビュー形式

�当事者からの講話が終わった段階で、全体の
ふりかえりとまとめとして、「悩むこと」の
意味づけを行います。



�お名前を教えてください。

�年齢を教えてください。

�どこで働いておられるのでしょうか。

�そこではどんなお仕事をされているのでしょう
か。

�そのお仕事を選んだ理由を教えてください。



�どのように対応していますか。

�今一番好きな時間は何でしょうか。

�ストレスを感じたり、精神的に不安定になる
ときに、やることは何でしょうか。



�病気について伺いします。

�どんな病気でしょうか。

�具合が悪いときは、どんなふうになります
か（病状）



�中学生から今までの人生を話してください。

（漠然としていますが、ご自由に語ってくだ
さい。）

�今の中学生にアドバイスをしてください



�中学時代を振り替えて、その時にやっておけばよ
かったと思うことを教えてください。

�アドバイスなどがあれば教えてください。

�人生において大切だと思うことは何でしょうか

�最後にみなへのメッセージ
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事前打ち合わせ

�本プログラムの趣旨を確認

�インタビュー項目の確認

�不安なこと、事前にチェック

事後

�お礼状の発送、今後の関係づくりなど


